
国民の森林・国有林国民の森林・国有林

北海道の森林を育てるために北海道産の間伐材を利用した紙を使用しています

地球を守る木　みんなの財産国有林地球を守る木　みんなの財産国有林

平成21年
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北海道森林管理局北海道森林管理局

紋別岳から早春の支笏湖～樽前山・風不死岳を望む
し こつ こ たるまえさん ふっ ぷ　し だけ
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

管
内
の
市
町
村
と
国
有
林
野
事

業
と
の
連
携
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
社
会
経
済
の
発
展
と
国

有
林
野
事
業
の
円
滑
な
遂
行
に

寄
与
す
る
た
め
、
札
幌
、
旭
川
、

北
見
、
帯
広
、
函
館
の
各
地
区

で
有
志
協
議
会
を
開
催
し
、
市

町
村
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

を
国
有
林
野
事
業
の
管
理
経
営

に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
全
て
の
地
区
で
の

協
議
会
が
終
了
し
た
こ
と
か

ら
、
二
月
二
十
七
日
（
金
）、

各
地
区
の
世
話
人
で
あ
る

二
十
二
名
の
市
町
村
長
等
に
加

え
、
林
野
庁
よ
り
渡
邉
業
務
課

長
及
び
猪
島
森
林
保
護
対
策
室

長
、
来
賓
と
し
て
北
海
道
水
産

林
務
部
の
野
呂
田
林
務
局
長
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、「
北
海
道

森
林
管
理
局
国

有
林
野
等
所
在

市
町
村
長
有
志

連
絡
協
議
会
」

を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
催
に
あ
た

り
、
渡
邉
業
務

課
長
よ
り
、
あ

い
さ
つ
を
兼
ね
た
国
有
林
野
事

業
改
革
の
現
在
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
の
説
明
に
続
き
、
野
呂

田
林
務
局
長
、
今
年
度
よ
り
連

絡
協
議
会
の
代
表
世
話
人
に
選

出
さ
れ
た
林
芦
別
市
長
か
ら
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
各
地
区
の
協
議
会

に
お
け
る
意
見
交
換
等
の
概
要

報
告
を
行
い
、
続
い
て
意
見
交

換
に
入
り
、市
町
村
長
か
ら「
大

学
演
習
林
で
は
伐
採
後
の
森
林

か
ら
の
CO2

排
出

量
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
い
る

と
の
報
道
が
あ

っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
デ
ー
タ

は
今
後
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
る

の
か
」、「
国
有
林
改
革
に
つ
い

て
、
地
元
の
森
林
管
理
署
の
将

来
像
を
示
し
て
欲
し
い
」
と
言

っ
た
趣
旨
の
質
問
・
要
望
が
出

さ
れ
、
本
局
富
澤
企
画
調
整
部

長
よ
り
伐
採
後
の
森
林
の
扱
い

に
関
す
る
今
後
の
論
点
に
つ
い

て
、
渡
邉
業
務
課
長
よ
り
「
国

会
情
勢
が
先
行
き
不
透
明
で

個
々
の
組
織
の
将
来
像
ま
で
現

段
階
で
説
明
で
き
る
状
況
に
な

い
」
旨
を
回
答
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
山
田
北
海
道
森
林

管
理
局
長
よ
り
ま
と
め
の
あ
い

さ
つ
と
し
て
、
国
有
林
野
事
業

推
進
へ
の
ご
協
力
の
お
礼
、
各

市
町
村
よ
り
い
た
だ
い
た
ご
要

望
に
応
え
最
大
限
努
力
す
る
こ

と
を
表
明
し
た
ほ
か
、
地
域
と

国
有
林
と
の
今
後
益
々
の
連
携

強
化
を
お
願
い
し
、
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。（
業
務
調
整
課
）

市町村と国有林野事業との
さらなる連携の強化にむけて

市町村と国有林野事業との
さらなる連携の強化にむけて

北海道森林管理局 国有林野等所在市町村長有志連絡協議会

扌国有林野事業改革の現在の検討状況に
ついて説明する林野庁渡邉業務課長
➡各地区の世話人の皆様と有意義な意見
交換が行われました。

扌連絡協議会の代表世話人をお引き
受けいただいた林芦別市長

扌国有林野事業の推進へのご協力にお
礼を述べる山田北海道森林管理局長

　

各
地
区
の
世
話
人
の
皆
様
か
ら

は
、
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を
数
多
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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二
月
十
八

日
（
水
）、
新

得
町
と
十
勝

西
部
森
林
管

理
署
東
大
雪

支
署
は
、「
新

得
地
域
森
林

整
備
に
関
す

る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

本
協
定
は
、

「
大
雪
・
日
高

緑
の
回
廊
」
の

裾
野
に
広
が

る
新
得
地
域

の
国
有
林
と

民
有
林
（
町
有

林
）
が
連
携
し

て
森
林
整
備
を
行
っ
て
い
く
と

い
う
も
の
で
す
。

　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
森

林
整
備
を
進
め
る
た
め
、
計
画

的
な
木
材
生
産
の
場
「
サ
ホ
ロ

の
森
林
」、
生
物
多
様
性
の
保

全
や
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

「
狩
勝
の
森
林
」、
新
得
町
の

水
源
林
「
オ
ダ
ッ
シ
ュ
水
源
の

森
林
」
と
い
う
三
個
所
の
森
林

施
業
共
同
団
地
を
設
定
し
、

民
・
国
合
わ
せ
た
面
積
は
約

五
五
〇
〇
㌶
に
及
び
ま
す
。

  

協
定
期
間
は
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
の
五
年
間
で
、
路
網
の

相
互
利
用
及
び
維
持
・
修
繕
の

共
同
化
な
ど
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

協
定
締
結
後
、
浜
田
町
長
は

「
コ
ス
ト
削
減
に
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
対
象
エ
リ
ア
を

広
げ
て
い
き
た
い
」。
勝
占
支

署
長
は
「
事
業
図
の
作
成
や
路

網
整
備
な
ど
を
共
同
で
行
う
こ

と
は
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
今
後
は
作
業
の
発
注
時
期

を
そ
ろ
え
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
た
い
」
と
話
し
、
早
く
も
今

後
の
発
展
に
期
待
を
込
め
て
い

ま
し
た
。（
上
月　

総
務
課
長
）

　

二
月
二
日

（
月
）、
石
狩

森
林
管
理
署

で
は
、
支
笏
湖

周
辺
で
の
台

風
災
害
復
興

の
森
づ
く
り

活
動
に
積
極

的
に
参
加
し

て
い
る
千
歳

市
立
泉
沢
小

学
校
と
、
国
有

林
を
森
林
環

境
教
育
の
場

と
し
て
利
用

す
る
「
遊
々
の

森
」
の
協
定
を

締
結
し
ま
し

た
。

　

協
定
個
所
の
面
積
は
約

二
十
七
㌶
に
及
び
、
区
域
内
に

は
平
成
十
六
年
の
台
風
被
害
地

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
そ
の

復
旧
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

当
日
は
、
調
印
式
の
後
、
全

校
集
会
で
遊
々
の
森
で
行
う
活

動
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

し
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
活
動

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

同
校
で
は
、
今
回
の
協
定
に

つ
い
て
春
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
も

紹
介
す
る
と
の
こ
と
で
、
今
後

の
遊
々
の
森
で
の
体
験
活
動

が
、
児
童
だ
け
で
な
く
親
子
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
も
な
っ
て
い

く
よ
う
な
期
待
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

（
杉
村　

流
域
管
理
調
整
官
）

民・国連携で大きなメリット

東大雪支署
新得町と森林整備協定

復興の森づくりから発展

石狩森林管理署
千歳・泉沢小と「遊々の森」協定

扌
協
定
締
結
後
、
笑
顔
で
握
手
す
る
浜
田

町
長
（
左
）
と
勝
占
支
署
長

➡
署
長
か
ら
児
童
会
長
に
遊
々
の
森
活
用

校
の
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

扌
調
印
を
行
っ
た
澁
谷
校
長
（
右
）
と

瀬
戸
口
署
長

地域・学校と手を取り合って地域・学校と手を取り合って

広がる森林づくりの輪広がる森林づくりの輪
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三
月
一
日
（
日
）、
知
床
森

林
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
in
知
床
「
早
春

の
知
床
！
〜
か
ん
じ
き
を
履
い

て
出
か
け
よ
う
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

絶
景
と
の
出
会
い
に
も
期
待
が

か
か
る
中
、
十
二
名
の
参
加
者

の
み
な
さ
ん
と
、
凍
り
つ
く
フ

レ
ペ
の
滝
周
辺
や
雪
を
か
ぶ
っ

た
原
生
的
な
森
林
の
中
の
約

三
・
五
㌔
の
コ
ー
ス
を
三
時
間

ほ
ど
か
け
て
散
策
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

森
林
の
中
で
は
、
そ
こ
に
棲

む
エ
ゾ
シ
カ
、
ネ
ズ
ミ
、
エ
ゾ

リ
ス
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
な
ど
の
野

生
動
物
た
ち
の
足
跡
や
、
ト
ド

マ
ツ
の
幹
に
残
る
ヒ
グ
マ
の
爪

痕
な
ど
の
痕
跡
、
ホ
オ
ノ
キ
の

冬
芽
や
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
キ
ハ

ダ
の
食
害
な
ど
を
職
員
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
間
近
で
観
察
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
ト
ド
マ
ツ
の

木
に
残
る
ク
マ
ゲ
ラ
の
食
痕
跡

を
観
察
し
た
際
に
は
、
皆
さ
ん

ク
マ
ゲ
ラ
に
大
変
関
心
を
持
た

れ
た
よ
う
で
、
色
々
な
質
問
が

飛
び
出
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
原
生
林
の
樹
齢
数

百
年
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
大
木

や
、
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
若

木
で
構
成
さ
れ
た
二
次
林
の
中

に
身
を
置
い
た
み
な
さ
ん
は
、

長
い
時
間
を
か
け
て
成
長
す
る

森
林
の
成
り
立
ち
に
思
い
を
馳

せ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

　

休
憩
し
た
フ
レ
ペ
の
滝
展
望

台
か
ら
は
、
知
床
連
山
と
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
を
埋
め
尽
く
す
流
氷

群
が
織
り
な
す
絶
景
に
感
嘆
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

  （
清
水　

緑
化
第
一
係
長
）

扌
か
ん
じ
き
を
履
い
て
、

冬
の
知
床
の
森
へ
出
発
！

扌知床の青空の下、雪化粧した美しい
知床連山をバックに記念撮影。

扌知床の大空を悠々と舞
うオジロワシ。

扌フレペの滝展望台からは流氷で埋め
尽くされたオホーツク海が一望できま
した。

 

み
ん
な
で
白
銀
の
世
界
へ
飛
び
込
も
う
！

冬冬
のの
森森
林林
散散
策策
はは
発発
見見
がが
いい
っっ
ぱぱ
いい

第93回　森林レクリエーション in 知床第93回　森林レクリエーション in 知床

早春の知床
かんじきで出かけよう！
早春の知床
かんじきで出かけよう！

知床森林センター

扌職員から春を待つ樹木やシカの食害
による森林被害などについての説明を
行いました。
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二
月
二
十
八
日
（
土
）、
白

老
町
ポ
ロ
ト
自
然
休
養
林
に
お

い
て
、
胆
振
東
部
森
林
管
理
署

と
ポ
ロ
ト
の
森
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ

イ
ド
「
め
む
の
会
」
主
催
に
よ

る
「
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
・
カ

ン
ジ
キ
で
冬
の
ポ
ロ
ト
の
森
を

散
策
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
の
下
、
十
四
名

の
参
加
者
の
み
な
さ
ん
と
、
か

ん
じ
き
を
履
い
て
約
三
㌔
の
コ

ー
ス
を
雪
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
、
途
中
、
雪
原
に
残
る
動
物

の
足
跡
、
木
の
実
の
食
痕
に
こ

の
森
に
息
づ
く
動
物
た
ち
の
姿

を
思
い
浮
か
べ
た
り
、
美
し
い

樽
前
山
の
姿
を
眺
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
冬
の

自
然
の
中
で
心
地
よ
い
汗
を
か

き
な
が
ら
、
ポ
ロ
ト
の
森
の
新

た
な
魅
力
を
発
見
し
て
い
た
よ

う
で
し
た
。

（
東
本　

流
域
管
理
調
整
官
）

　

二
月
十
五
日
（
日
）、
置
戸

町
の
鹿か

の
子
沢
風
景
林
に
お
い

て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
会
」
に
よ
る
冬
の

自
然
観
観
察
会
が
開
催
さ
れ
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
三
十
名
の
参
加
者
の

み
な
さ
ん
と
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を

履
き
、エ
ゾ
シ
カ
の
笹
の
食
痕
、

芽
吹
き
に
備
え
た
冬
芽
等
、
葉

の
生
い
茂
っ
て
い
た
夏
と
は
違

う
冬
の
森
を
観
察
し
な
が
ら
、

虹
の
滝
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
初
め
て
履

い
た
方
も
多
く
、
沈
ま
ず
に
雪

の
上
を
歩
く
感
触
も
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
浅
田　

自
然
再
生
指
導
官
）

➡
雪
の
降
り
積
も
っ
た
冬
の
森
な
ら
で
は
の
自
由

な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
ポ
ロ
ト
の
森
の
新
た
な

魅
力
を
た
く
さ
ん
発
見
し
た
よ
う
で
し
た
。

かんじきで冬のポロトの森を散策かんじきで冬のポロトの森を散策

雪中ウォーキングで
新たな「森の魅力」発見！
雪中ウォーキングで
新たな「森の魅力」発見！

胆振東部森林管理署

扌
凍
っ
た
虹
の
滝
の
前
で
の
記
念
撮
影
冬の自然観会冬の自然観会鹿の子沢風景林を

雪上トレッキング
鹿の子沢風景林を
雪上トレッキング
常呂川森林環境保全ふれあいセンター

扌職員やネイチャーガイドが
冬の森を楽しく解説しまし
た。

扌かんじきを履いたら、今日
のコース説明です。
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今
年
度
は
、
北
海
道
森
林
管

理
局
管
内
の
治
山
工
事
百
十
一

件
、
林
道
工
事
六
十
四
件
の
審

査
対
象
工
事
に
つ
い
て
、
林
野

庁
及
び
北
海
道
森
林
管
理
局
に

お
い
て
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

最
優
良
工
事
と
し
て
林
野
庁
長

官
賞
九
件
、
優
良
工
事
と
し
て

北
海
道
森
林
管
理
局
長
賞

二
十
一
件
の
工
事
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　

林
野
庁
長
官
賞
の
表
彰
式
は

二
月
九
日
に
、
北
海
道
森
林
管

理
局
長
賞
の
表
彰
式
は
各
地
区

毎
に
行
い
ま
し
た
。

  

札
幌
地
区
に
つ
い
て
は
二
月

十
九
日
に
表
彰
式
を
行
い
、
山

田
北
海
道
森
林
管
理
局
長
か
ら

受
賞
者
の
皆
様
に
厳
し
い
施
工

条
件
の
中
で
優
れ
た
工
事
を
実

施
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の

謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
他
の
四
地
区
の
表
彰

式
に
つ
い
て
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

・
旭
川
地
区（
三
月
二
十
三
日
）

・
北
見
地
区（
二
月
二
十
三
日
）

・
帯
広
地
区（
二
月
二
十
四
日
）

・
函
館
地
区（
二
月
二
十
日
）

（
森
林
整
備
第
二
課
・
治
山
課
）

　治山・林道工事コンクールは、前年度に発注した工事を対象として構
造物の仕上がり状況、施工管理、安全管理、自然環境への配慮等を総合
的に評価し、優れた工事を表彰するもので、施工技術の向上について関
係者の意欲高揚を図るため毎年開催しています。

林野庁長官賞①栄浜林道
女男の沢支線下の沢分線
新設工事（函館地区）
②サンゴの沢災害関連緊
急工事（札幌地区）
③局長室で行われた札幌
地区の表彰式

平
成
二
十
年
度 

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

優
れ
た
施
工
技
術
を
讃
え
て

優
れ
た
施
工
技
術
を
讃
え
て

扌林道部門の優良工事で北海道森林管理
局長賞を受賞した「三井の沢林道災害復
旧工事」

  (札幌地区）

扌治山部門の優良工事で北海道森林管理
局長賞を受賞した「岩船の沢災害関連緊
急復旧工事」

（帯広地区）

北海道森林管理局長賞受賞工事  
【治山の部】  
 署　名 工　　　　事　　　　名 会　　社　　名
 日高北部 イヨロマップ沢治山工事 ㈱五十嵐工業
 日高南部 フタップ沢治山工事 ㈱村田土建
 上川南部 丹内治山工事 ㈱山崎組
 上川中部 双雲別沢治山工事 東邦木材工業㈱
 上川中部 日赤裏治山工事 ㈱騎西組
 網走西部 菊地の沢治山工事 大同産業開発㈱
 西紋別 ３号沢治山工事 ㈱松本組
 東大雪 岩船の沢（1100 林班）災害関連緊急復旧工事 イチエイ建設㈱
 十勝東部 中ノ沢（384 林班）治山工事 斉藤井出建設㈱
 檜山 ツラツラ川（母沢）森林水環境総合整備事業 吉田建設㈱
 渡島 駒ヶ岳（押出の沢）地域防災対策総合治山事業 高木・吉田・齊藤 JV
 後志 小有珠右の川地域防災対策総合治山事業 石井組・近藤建設・中川建設 JV
【林道の部】  
 署　名 工　　　　事　　　　名 会　　社　　名
 空知 野々沢支線林道災害復旧工事 及川産業㈱
 日高北部 三井の沢林道災害復旧工事 岸本産業・井出組 JV
 留萌南部 中紀念別林道災害復旧工事 ㈱飯島組
 西紋別 上古丹３号沢林道新設工事 ㈱菊地組
 網走西部 （併）福島団体線改良工事 ㈱西村組
 十勝東部 取布朱林道災害復旧工事 ㈱河向組
 東大雪 糠平三股林道外２線災害復旧工事 大道建設㈱
 十勝西部 ひょうたん沢林道災害復旧工事 ケイセイマサキ建設㈱
 後志 茂岩林道災害復旧工事 菊地建設鉱業㈱

●③

●②

●①
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【
後
志
森
林
管
理
署
】

　

北
海
道
森
林
管
理
局
管
内
で

唯
一
行
わ
れ
て
い
た
尻
別
川
地

区
の「
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」

が
完
了
し
、
本
年
度
を
も
っ
て

北
海
道
庁
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
後
志
森
林
管
理
署
で

は
、
羊
蹄
山
（
標
高
一
八
九
八 

㍍
）
に
お
い
て
昭
和
四
十
七
年

に
始
ま
り
、
三
十
七
年
間
に
及

ん
だ
本
事
業
の
概
成
を
記
念

し
、二
月
五
日（
木
）に
倶く
っ
ち
ゃ
ん

知
安

町
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り

技
術
指
導
を
い
た
だ
い
た
東 

三
郎
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
を

講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。　

　

当
日
は
、
地
元
三
町
の
関
係

者
、
事
業
の
移
管
先
で
あ
る
道

庁
関
係
者
、
こ
れ
ま
で
本
事
業

に
携
わ
っ
た
国
有
林
・
工
事
関

係
者
ら
約
百
五
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
ま
ず
尻
別

川
治
山
事
業
所
主
任
よ
り
こ
れ

ま
で
の
事
業
の
経
過
報
告
、
続

い
て
移
管
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し

て
、
倶
知
安
町
・
京
極
町
・
喜

茂
別
町
の
町
長
な
ど
の
立
ち
会

い
の
下
、
後
志
森
林
管
理
署
長

か
ら
北
海
道
後
志
森
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
所
長
へ
「
直
轄
治
山
台

帳
」
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
羊
蹄
治
山
の
技
術
原
理
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、「
低
ダ

ム
群
工
法
」
と
い
う
東
先
生
が

提
案
し
た
工
法
の
技
術
的
な
説

明
か
ら
始
ま
り
、「
羊
蹄
山
で

は
低
ダ
ム
群
工
法
の
野
外
実
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ

の
実
験
は
成
功
し
、
こ
こ
二
十

年
以
上
大
き
な
土
石
流
災
害
は

発
生
し
て
い
な
い
」、「
治
山
事

業
は
ダ
ム
を
造
る
こ
と
だ
け
が

目
的
で
は
な
く
、
そ
れ
に
よ
り

土
地
を
安
定
さ
せ
そ
こ
に
森
を

つ
く
る
と
い
う
文
化
事
業
で
あ

る
」、「
低
ダ
ム
を
配
置
し
た
羊

蹄
山
の
各
沢
で
は
渓
床
が
安
定

し
樹
木
が
大
き
く
育
っ
て
い

る
」、「
こ
う
い
っ
た
現
場
を
自

然
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
地

元
町
民
や
子
ど
も
た
ち
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
」
な

ど
、
技
術
論
だ
け
に
止
ま
ら
な

い
講
演
は
熱
を
帯
び
、
参
加
者

に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
な
も

の
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝

の
意
味
を
込
め
て
東
先
生
に
花

束
を
贈
呈
し
終
了
と
な
り
ま
し

た
。　
　
　
（
森 

治
山
課
長
）

羊蹄山・尻別川地区民有林直轄治山事業施工地の空撮
●羊蹄山の山麓は大正時代から昭和初期にかけて開拓が進
みましたが、幾度も土石流災害が発生し、地域住民より大
規模な復旧治山工事への要請が高まり、昭和47年、当時
の倶知安営林署（現後志森林管理署）により本事業はスタ
ートしました。
　その後37年間にわたって「低ダム群工法」を主体とし
た治山工事を進めてきましたが、このほど完了し、北海道
庁へ事業が移管されることになりました。

羊蹄山での37年にわたる
治山事業を振り返る
尻別川地区民有林直轄治山事業

概成記念講演会

治山事業により蘇った森林を自然学習の場に
●技術論だけに止まらない、大変有意義な講演をいただい
た東 三郎北海道大学名誉教授



冬 森 教
林

室の

みん
なで楽しい

みん
なで楽しい

みん
なで楽しい
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【
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支

署
】
二
月
二
十
四
日
（
火
）、

幌
加
内
町
立
朱し
ゅ
ま
り
な
い

鞠
内
小
学
校
の

遊
々
の
森
「
わ
ん
ぱ
く
の
森
」

で
子
ど
も
た
ち
と
冬
の
森
林
教

室
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
森
の
中

に
埋
め
ら
れ
た
宝
物
を
宝
の
地

図
を
手
が
か
り
に
測
量
し
て
探

し
出
す
と
い
う
も
の
。

　

森
の
中
は
前
に
進
む
だ
け
で

も
大
変
な
積
雪
で
し
た
が
、
か

ん
じ
き
を
履
い
た
子
ど
も
た
ち

は
、
職
員
か
ら
測
量
機
器
の
使

い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
距
離

や
方
向
を
し
っ
か
り
測
っ
て
、

宝
の
埋
ま
っ
た
場
所
へ
全
力
疾

走
。
大
人
が
手
伝
う
こ
と
な
く

見
事
に
掘
り
当
て
「
中
身
は
何

だ
ろ
う
？
？
」

　

途
中
、
木
の
勉
強
も
し
な
が

ら
冬
の
森
の
中
を
、
お
腹
が
空

く
ま
で
走
り
回
り
、
森
林
官
の

仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も

で
き
た
内
容
の
濃
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。（
永
宮 

業
務
課
長
）

【
十
勝
西
部
森

林
管
理
署
東
大

雪
支
署
】
二
月

九
日（
月
）、
新

得
町
立
富と
む
ら
う
し

村
牛

小
中
学
校
と
鹿

追
町
立
上
幌
内

小
学
校
の
交
流

学
習
会
で
森
林

教
室
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
木
粘
土

で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
鉛
筆
の
に

お
い
が
し
て
、
柔
ら
か
く
て
楽

し
い
」
と
話
し
な
が
ら
、
沢
山

の
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

（
赤
坂　

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

【
網
走
西
部
森

林
管
理
署
】
二

月
一
七
日（
火
）、

遠
軽
町
立
遠
軽

東
小
学
校
の
五

年
生
の
み
な
さ

ん
と
森
林
教
室

「
森
林
博
士
に

な
ろ
う
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
丸
太
の
ペ
ン
立
て

作
り
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は

色
々
な
種
類
の
木
の
丸
太
を
の

こ
ぎ
り
で
切
り
、
ド
リ
ル
で
く

り
抜
き
、
木
々
の
香
り
や
感
触

を
楽
し
み
な
が
ら
作
品
作
り
に

熱
中
し
て
い
ま
し
た
。

（
辻　

森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
）

木粘土で
キーホルダー作り

富村牛小中＆上幌内小

丸太を切って
ペン立て作ったよ！

遠軽町立遠軽東小

扌
木
粘
土
は
鉛
筆
工
場
か
ら
出
る
お
が
く

ず
が
原
料
な
ん
で
す
よ
〜

扌雪を掘っていくと・・・
　「宝物あったよ〜！！」
➡測量機器を使いこなして宝探し
　「もうちょっと右だ！！」

扌
シ
ラ
カ
バ
や
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
の
丸
太
を

３
人
が
か
り
で
切
り
取
り
ま
し
た

測
量
機
器
を
使
っ
て

　
　

わ
ん
ぱ
く
の
森
で
宝
探
し

幌
加
内
町
立
朱
鞠
内
小
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上
川
北
部

森
林
管
理
署

の
管
轄
区
域

は
、
道
北
の

内
陸
部
に
位

置
し
、
厳
寒

期
は
氷
点
下

三
〇
度
以
下
と

な
る
厳
し
い
自

然
条
件
の
下
、

十
六
万
四
千
㌶

の
国
有
林
野
を

管
理
経
営
し
て

い
ま
す
。

　

管
内
自
治
体

で
は
こ
の
厳
し

い
寒
さ
を
活
か

し
た
厳
冬
期
の

イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
、
寒
さ
・

雪
・
氷
と
ふ
れ

あ
い
、
特
に
下

川
町
で
は
二
月

に
、
同
町
が
発

祥
の
地
で
あ
る

ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
を
灯
す

「
冬
の
風
物

詩
」、
三
十
五

回
目
と
な
る

「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
を
九
日
間
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
寄

市
の
ピ
ヤ
シ
リ
自
然
休
養
林
内

の
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
で
は
、

最
高
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
が
体

感
で
き
る
と
と
も
に
、
気
象
条

件
が
そ
ろ
え
ば
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ダ
ス
ト
や
サ
ン
ピ
ラ
ー
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。      

　

こ
こ
で
、
国
・
道
・
民
有
林

が
共
通
す
る
上
川
北
部
流
域
の

森
づ
く
り
を
進
め
る
取
り
組
み

で
あ
る
、「
天
塩
川
流
域
森
づ

く
り
の
集
い
」
と
「
運
営
委
員

会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

集
い
は
二
月
十
九
日
に
士
別

市
朝
日
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
森
林
・
林
業
に
関
す

る
地
域
課
題
や
業
務
成
果
等
に

つ
い
て
、
地
元
関
係
者
が
気
軽

に
発
表
し
参
加
で
き
る
事
例
発

表
会
で
あ
り
、
当
署
で
は
和
寒

町
南
丘
の
治
山
事
業
、
北
海
道

森
林
管
理
局
旭
川
事
務
所
の
低

コ
ス
ト
路
網
作
設
関
係
の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
営
委
員
会
に
は
、

若
手
技
術
者
の
育
成
の
た
め
に

当
署
職
員
も
勉
強
会
に
参
加

し
、
研
鑽
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
署
で
は
天
然
力

を
活
用
し
た
森
林
整
備
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
士
別
市
朝
日

か
ら
滝
上
町
に
ぬ
け
る
「
上
じ
ょ
う

紋も
ん

峠
」
で
は
、
大
型
機
械
に
よ
る

地
が
き
を
実
施
し
た
結
果
、
雪

景
色
の
中
で
く
っ
き
り
と
そ
の

列
条
の
状
態
が
分
か
り
ま
す

（
写
真
上
）。
将
来
の
広
葉
樹

材
の
生
産
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
人
工
林
に
侵
入
し
た
広
葉

樹
の
有
効
活
用
と
し
て
、
間
伐

作
業
の
中
で
の
広
葉
樹
材
の
生

産
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

署署署署 長長長長 雑雑雑雑 感感感感

上川北部森林管理署

地域での官・民一体の取り組み
道北の寒さに震え

署長　後 藤 昭 由

天塩川流域森づくりの集いでのパネル展示

名寄ピヤシリスキー場

下川町アイスキャンドル・パーク

上
紋
峠
か
ら
望
む
雪
景
色
の
カ
ン
バ
一
斉
林
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緑
豊
か
な
森
林
に
囲
ま
れ

　

芽め
と
う登
森
林
事
務
所
は
、

松
山
千
春
さ
ん
の
出
身
地
で
、

映
画「
旅
立
ち
～
足あ
し
ょ
ろ寄
よ
り
～
」

の
ロ
ケ
地
と
も
な
っ
た
足
寄
町

中
心
部
よ
り
北
西
十
六
㌔
に
位

置
し
、
約
一
万
四
千
㌶
の
国
有

林
野
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

ペ
レ
ッ
ト
の
ま
ち
足
寄

　

同
町
は
約
十
四
万
八
千

㌶
に
及
ぶ
広
大
な
面
積
を
有

し
、
そ
の
う
ち
八
三
㌫
が
森
林

で
、
国
有
林
野
は
全
町
面
積
の

五
六
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

同
町
で
は
こ
の
豊
か
な
森
林

資
源
を
有
効
活
用
す
る
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ペ

レ
ッ
ト
の
普
及
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
管
理
署
で
も
林

地
廃
材
等
の
有
効
活
用
に
向
け

た
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

春
は
す
ぐ
目
の
前
だ
よ

ガ
ン
バ
ロ
ー

  

当
森
林
事
務
所
部
内
の
国
有

林
野
は
平
成
十
六
年
の
台
風
、

同
十
八
年
の
異
常
低
気
圧
に
よ

り
大
き
な
風
倒
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
復
旧
の
た
め
、
夏

の
間
は
被
害
木
整
理
の
収
穫
調

査
を
行
い
、現
在
は
雪
深
い
中
、

動
物
た
ち
に
も
優
し
い
森
林
を

つ
く
る
た
め
の
作
業
を
安
全
に

努
め
な
が
ら
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
ガ
ン
バ
っ
て
進
め
て
い

ま
す
。

山
間
に
秘
湯
温
泉
あ
り

　

国
有
林
野
に
囲
ま
れ

た
山
間
に
突
如
現
れ
る
秘
湯

「
芽
登
温
泉
」
は
、
ア
ト
ピ
ー

体
質
の
方
に
も
お
す
め
す
な
ア

ル
カ
リ
性
（
単
純
硫
黄
泉
）。

野
趣
満
点
の
混
浴
大
露
天
風
呂

（
女
性
専
用
も
あ
り
）が
あ
り
、

秘
湯
だ
け
あ
っ
て
、
野
生
の

鹿
・
狸
・
狐
・
犬
？
等
が
目
前

を
横
切
る
こ
と
も
！
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
疲
れ
を
癒
し
に

い
ら
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Forester

Forester

Forester

Forester

森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー
森林官
リレー

芽登・糠南合同森林事務所
●足寄郡足寄町芽登本町243
●電話0156−26−2131

は
て
し
な
く
広
大
な
大
地

足
寄
の
森
か
ら

　森林官
秋元　郁弥

十勝東部森林管理署
　芽

めとう

登森林事務所 和気あいあいで森林づくりを進める芽登・
糠南合同森林事務所のメンバー
 (前列左が秋元森林官）

足寄町公認７つの滝の１つ「巨岩の滝」

秘
湯
・
芽
登
温
泉

野
趣
満
点
の
露
天
風
呂

アイヌ語で「物干し棚のような山」・クマネシリ岳（1,586㍍）
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【
石
狩
森
林
管
理
署
】
三
月
二

日
（
月
）、当
署
と
「
遊
々
の
森
」

の
協
定
を
結
ん
で
「
愛
林
少
年

団
」
活
動
を
行
っ
て
い
る
江
別

市
立
野
幌
小
学
校
で
、
一
年
間

の
活
動
成
果
を
ま
と
め
た
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
活
動
か
ら

学
ん
だ
こ
と
や
思
い
出
な
ど
を

画
用
紙
な
ど
に
ま
と
め
、
大
き

な
声
で
発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
今
後
も
引
き
続

き
サ
ポ
ー
タ
ー
の
林
業
技
士
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
同
校

の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
網
走
西
部
森
林
管
理
署
】
三

月
三
日
（
火
）、
当
署
が
「
ま

ち
の
森
林
博
士
」
と
協
力
し
て

森
林
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
る

遠
軽
町
立
遠
軽
東
小
学
校
で
、

総
合
学
習
の
中
で
学
ん
だ
こ
と

な
ど
を
新
聞
に
ま
と
め
て
発
表

す
る
学
習
発
表
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

森
林
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル

ー
プ
は
、
森
の
中
で
の
体
験
や

印
象
に
残
っ
た
こ
と
を
元
気
に

発
表
し
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
山
で
見
た
ウ
ル
シ
や
マ

ス
タ
ケ
の
印
象
が
強
か
っ
た
よ

う
で
楽
し
そ
う
に
説
明
す
る
グ

ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。

【
空
知
森
林
管
理

署
】
当
署
で
は
、

寒
い
冬
で
す
が
ほ

ん
の
り
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
お
う
と
庁
舎

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

ル
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
落
ち
葉

で
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
ろ
う

そ
く
の
炎
で
落
ち
葉
が
浮
か
び

上
が
り
、
冬
の
夜
の
ウ
ッ
デ
ィ

ー
な
庁
舎
と
マ
ッ
チ
し
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

　

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
ら
め
く
キ
ャ

ン
ド
ル
を
見
て
ほ
ん
わ
か
し
て

も
ら
え
た
ら
と
、
夕
方
に
な
る

と
一
つ
一
つ
に
火
を
灯
し
て
い

ま
す
。

【
北
海
道
林
業
技

士
会
】
当
会
で
は

石
狩
森
林
管
理
署

及
び
北
海
道
と

「
野
幌
樹
木
園
」

の
調
査
・
整
備
等

に
つ
い
て
の
協
定

を
結
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
度
、
そ
の

一
環
と
し
て
、
北

海
道
の
山
づ
く
り
に
貢
献
し
た

野
幌
樹
木
園
の
現
状
調
査
結
果

と
同
園
の
生
い
立
ち
、
そ
の
歴

史
的
な
背
景
等
を
と
り
ま
と
め

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

野
幌
樹
木
園
の
果
た
し
て
き

た
役
割
、
植
栽
後
百
年
を
経
過

し
た
樹
木
の
観
察
等
に
役
立
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

希
望
者
は
北
海
道
林
業
技
士

会
（
℡
〇
一
一‒

二
三
一‒

五
九

四
三
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

各地からの便り各地からの便り

森
で
の
体
験
み
ん
な
で
発
表

アイスキャンドルで
ほんわか～

野幌樹木園の100年
リーフレット作成

 江別市立野幌小学校

遠軽町立遠軽東小学校

ろうそくの炎がゆらぐエントランス
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EVENT
INFORMATION

▽
四
月
七
日
（
火
）

　

平
成
二
十
一
年
度
新
規
採
用

者
入
庁
式

局　

大
会
議
室

▽
四
月
十
日
（
金
）

　

知
床
森
林
セ
ン
タ
ー
開
所
式

斜
里
町

春スキーを楽しめる　中山峠スキー場
後志森林管理署

レ ク 森 紹 介

スキー
へ

行こう
！スキー

へ

行こう
！

　国有林には、その自然環境を活かした、
すばらしいスキー場が広がっています。
　このコーナーではその魅力の数々を紹
介していきます。

レ ク 森 紹 介

 　中山峠スキー場は、札幌と道南圏を結ぶ国道
230号の中山峠頂上付近にあり、道内の自然降雪の
スキー場のトップを切って、毎年11月初旬にオー
プンし、翌５月のゴールデンウィークを過ぎるまで、
約半年間という長期にわたって滑走が楽しめる札幌
圏近郊のスキー場として人気があります。
　最頂部の標高が約1000㍍と高いことから最高の
パウダースノーを楽しむことができ、また、蝦

え ぞ

夷富
士＝羊

ようてい

蹄山を望みながら滑ることができることか
ら、シーズンを通して多くの方々に利用されていま
す。
　同スキー場は、初心者から上級者まで楽しめる４
コースが整備され、近郊には定山渓や洞爺湖などの
温泉地があり、札幌から約一時間でアクセス可能で
すので、シーズン後半のスキー・スノーボードスポ
ットとして訪れてみてはいかがでしょうか。

●所　在　地　虻田郡喜茂別町字川上
●開設期間　平成21年５月24日まで（予定）
●問い合せ　0136−33−3373    
●ホームページ　http://ageimo.com/snow/
●アクセス　
　車…札幌市から１時間10分（45km）
　　　倶知安町から１時間00分（44km）
　　　新千歳空港から１時間30分（83km）
　　　洞爺湖温泉から１時間10分（58km）
バス…札幌市から１時間15分（定山渓経由）

至札幌

至留寿都

定山渓温泉●

●豊平峡温泉

●道の駅　望羊中山
●中山高原ホテル

●自然の村キャンプ場●
薄別温泉

230
中　山　峠
スキー場

　

毎
月
、
み
な
さ
ま
に

お
届
け
し
て
き
ま
し
た

広
報
紙
「
北
の
森
林　

国
有
林
」
は
、
今
月
号

を
も
ち
ま
し
て
紙
媒
体

と
し
て
の
発
行
を
終
了

し
、
四
月
か
ら
北
海
道

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
、
新
た
な

形
で
北
海
道
国
有
林
の

情
報
を
お
届
け
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

電
子
媒
体
な
ら
で
は

の
速
報
性
と
編
集
手
法

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

北
海
道
の
国
有
林
を
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広報紙広報紙
北の森林　国有林北の森林　国有林
４月から
インターネット版に
リニューアル！

北海道森林管理局 検索 クリック！
４月からの新アドレス　http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/
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